
平成２８年度 前期選抜の選抜・評価方法（予定）
                    学校番号 ８４

                    千葉県立四街道北高等学校 全日制の課程 普通科

１ 期待する生徒像

① 基本的生活習慣が身についており，本校を志望する動機が明確で，高校生活に夢と意欲を有する

者

② ３年間の中学校生活を真面目に取り組み，次の ア 又は イ のいずれかの要件を満たす者

ア 中学校生活全般にわたり積極的な取り組みを行い，学習成績に優れた面がある。

イ 中学校において部活動に積極的に参加し，本校入学後も継続して部活動に取り組む意志がある。

２ 選抜資料

(1)学力検査 ５教科の得点を合計した数値で評価する。

(2)調査書 調査書中の各学年における国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術・家

庭及び外国語の評定の合計値を評価する。

(3)面接 個人面接，面接委員２～３名，一人当たりの時間：おおむね５分以内

Ａ ～ Ｅ の５段階で評価する。さらに各評価を数値化する。

(4)自己表現 次のア，イいずれかを，出願時に受検者が自己表現選択申請書で選択。

ア．スピーチによる自己表現…口頭などによる１分程度の自己アピール

イ．実技による自己表現…次の種目の内一つを選択

  野球（男）・サッカー（男）・ソフトテニス（女）

  バレーボール（女）・ソフトボール（女）・バスケットボール（女）

検査委員２名が，Ａ ～ Ｅ の５段階で評価する。さらに各評価を数値化する。

※ 実技で受検する場合は「平成２８年度自己表現検査について」の文章をよく確認し

てください。

３ 評価の項目及び評価基準

(1) 学力検査

評価項目 評価基準

5 教科の得点合計 5 教科（各教科 100点満点）の合計 500点満点で評価する。

個々の教科の得点 著しく点数の低い教科のある場合は，審議の対象とする。

(2) 調査書  アの数値を２倍したものに，イ～エについて加点（上限 80点）

評価項目 評価基準

ア 教科の学習の記録 ・ 調査書の各学年における国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技

術・家庭及び外国語の評定の合計値を評価する。

・ 算式１を使用する。

イ 出欠の記録 ・ 出欠状況等を評価する。

ウ 行動の記録 ・ 行動の記録の○印の数及び内容で評価する。

エ 特別活動・部活動

の記録

・ 部活動実績・記録を評価する。

・ 各種検定等の資格・表彰を評価する。

・ 生徒会･委員会・学級活動・学校行事・その他を評価する。



(3) 2日目の検査 面接と自己表現で２３０点満点で評価する。面接と自己表現はいずれもＡ・Ｂ・

Ｃ・Ｄ・Ｅの５段階評価で，面接でＤ及びＥの評価がある場合には審議する。

ⅰ 面接

評価項目 評価基準

ア 服装等の身だしなみ 清潔で高校生としてふさわしいか。

イ 質問に対する応答 質問に対して誠実かつ適切な応答ができたか。

ウ 中学校生活の充実度 中学校生活等で，熱心に取り組んだものがあるか。

エ 高校生活への意欲・関心 高校生活に対する意欲・関心が感じられるか。

ⅱ 自己表現

評価項目 評価基準

ア 意欲 意欲を持って取り組む姿勢が見られるか。

イ 行動 積極的かつ的確に行動できるか。

ウ 態度 まじめに取り組む姿勢や身だしなみ・態度が模範的である。

エ 技術・能力（実技）

  内容・表現力（スピーチ）

能力や資質・技術に優れており活躍が期待できる。

スピーチの内容や表現力が優れている。

４ 選抜方法

(1) 選抜の方法

次の 1 2 3 を点数化

1 学力検査     ５００点  １００ 点×５教科

2 調査書      算式１で求めた値を２倍 ＋ 数値化した記載内容（上限８０点）

3 第２日目の検査  ２３０点  面接でＤ 及び Ｅ の評価がある場合には審議する。

1 2 3 により順位をつけ，総合的に判定して，選抜する。

(2) その他

・ 欠席が多い理由又は障害があることによって生ずる事柄等について説明するために，志願者から自

己申告書が提出された場合は，これを選抜のための資料に加える。

ただし，提出されたことにより，不利益な取り扱いを一切行わない。

・ 内定予定者のうち，隣接県公立高等学校入学志願者取扱協定による内定者数が，協定書の範囲内で

あることを確認する。



平成２８年度 後期選抜の選抜・評価方法（予定）
                    学校番号 ８４

                    千葉県立四街道北高等学校 全日制の課程 普通科

１ 選抜資料

(1)学力検査 ５教科の得点を合計した数値で評価する。

(2)調査書 調査書中の各学年における国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術・家

庭及び外国語の評定の合計値を評価する。

(3)面接 個人面接，面接委員２～３名，一人当たりの時間：おおむね５分以内

Ａ ～ Ｅ の５段階で評価する。

２ 評価の項目及び評価基準

(1) 学力検査

評価項目 評価基準

5 教科の得点合計 5 教科（各教科 100点満点）の合計 500点満点で評価する。

個々の教科の得点 著しく点数の低い教科のある場合は，審議の対象とする。

(2) 調査書  

評価項目 評価基準

ア 教科の学習の記録 ・ 調査書の各学年における国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技

術・家庭及び外国語の評定の合計値を評価する。

・ 算式１を使用する。

イ 出欠の記録 出欠状況等を評価する。

ウ 行動の記録 行動の記録の○印の数及び内容で評価する。

(3) 面接 Ａ ～ Ｅ の５段階で評価する。評価がＤ，Ｅの場合は審議対象とする。

評価項目 評価基準

ア 服装等の身だしなみ 清潔で高校生としてふさわしいか。

イ 質問に対する応答 質問に対して誠実かつ適切な応答ができたか。

ウ 中学校生活の充実度 中学校生活等で，熱心に取り組んだものがあるか。

エ 高校生活への意欲・関心 高校生活に対する意欲・関心が感じられるか。

３ 選抜方法

(1) 選抜の方法

・ 選抜のための学力検査の成績，中学校から送付された調査書 及び 本校において実施した面接検

査の結果を資料とし，本校の教育を受けるに足る能力・適性等を総合的に判定して入学者の選抜を行うも

のとする。

① 学力検査  ５００ 点   １００ 点 × ５ 教科  

② 調査書   算式１で求めた数値×２倍

③ 面接    Ｄ 及び Ｅ の評価がある場合には審議

・ 次の（１）から（３）までの条件を全て備える者をＡ組とし，この者は入学許可候補者とする。

（１） 算式１で求めた数値によって順位をつけたとき，受検者数が募集人員を超えた場合，募集人

員の８０パーセント以内にある。



   （ただし，受検者数が募集人員以内の時には，受検者数の８０パーセント以内。）

（２） 学力検査の５教科の得点合計によって順位をつけたとき，受検者数が募集人員を超えた場合，

募集人員の８０パーセント以内にある。

   （ただし，受検者数が募集人員以内の時には，受検者数の８０パーセント以内。）

（３） 調査書の記載内容，学力検査の個々の教科の得点，本校において実施した面接検査の結果等

において，以下の項目に該当しない。

   ① 学力検査の得点が著しく低い教科がある

② 学習の記録に評定１がある

③ 学習の記録に評定Ｃがある

④ 調査書の「行動の記録」の○の数が１以下である

⑤ 欠席日数が３カ年通算で３０日を越える

⑥ 「総合所見」において特別の記載がある

⑦ 面接の評価にＤやＥがある

・ Ａ組に属さない者をＢ組とし，この者については，算式２によって求めた数値及び，調査書の内容

と面接の結果を資料として総合的に判定する。

・ 次の（１）・（２）に該当する場合は，記載のように判断する。

（１） Ａ組への所属を決定するに当たり，第１,２学年においてすべての生徒が共通に履修する外

国語を履修していない者については，調査書中の他の教科の評定を勘案し，また，評定の段階

が所定のものでない者については，他の者の資料と比較検討したうえで決定することを原則と

し，これにより難い場合は，すべてＢ組に所属させる。

（２） 外国において，学校教育における９年の課程を修了した者で，所定の調査書が提出できない

者については，学力検査の結果に，提出書類等を資料に加え，総合的に判定する。

(2) その他

・ 欠席が多い理由又は障害があることによって生ずる事柄等について説明するために，志願者から自

己申告書が提出された場合は，これを選抜のための資料に加える。

ただし，提出されたことにより，不利益な取り扱いを一切行わない。

・ 入学許可候補者のうち，隣接県公立高等学校入学志願者取扱協定による入学許可候補者数が，協定

書の範囲内であることを確認する。


